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まち∞未来 Café（こしきが丘） 意見記録 
 

会 議 名 まち∞未来 Café（こしきが丘） 
開催日時 令和 7 年 10 月 18 日(土) 19 時〜20 時 35 分 開 催 場 所 こしきが丘公民館 

参 加 者 
伯耆町 5 名 

住民 17 名 

概 要 ・町制２０周年記念映像の視聴・町長から町政提案説明・意見交換 
その他  

 

（参加者意見及び町側回答） 

Ｎo 参加者意見 町側回答等 

集
落
運
営 

こしきが丘集落の課題として 

・自治会に加入されない世帯が増えてい

る。 

・高齢化が進んでいる。 

・新型コロナの影響でもあるが、イベントが

中止となり、活動しなくてもよい風潮とな

った。 

・子供向けの施策や支援が十分ではない。 

・役員の担い手不足 

・道路や水道などインフラ面の課題もある。 

・集落のデジタル化を進めていきたいた

め、サポートしてほしい。 

議会でも一般質問があったが、自治会の公
式 LINE 導入について課題があることを認
識している。 
先般実施された避難訓練などにも有効に活
用されていると認識しているので、役場で
も公式 LINE の導入に向けて検討していき
たい。 
地域行事が減少している中、「子供が参加す
る行事」については、無くしてはならないと
考えている。地域行事の参加経験が無けれ
ば、将来大人になっても地域行事を支えよ
うとは思わない。 
子どもと大人が一緒に参加できる地域づく
りが大事だと考える。 
 

子
育
て 

プレコンセプションケアの啓発とはなに

か？なかなか聞かない言葉。 

「子どもをつくりたいと思ったときに、でき
るだけ健康な身体で望めるように事前に自
分の健康状態を整え、知識を持つこと」を指
します。 
晩婚化により結婚や出産の時期が遅れる傾
向があり、男性・女性ともに妊娠しづらくな
る年齢的な問題が出てきます。 
若いうちに自分の健康等に関する知識を持
って、その情報をもとにライフプランを立て
ることが重要だ、という国の方針に沿った
取り組みです。伯耆町も人口減少が著しい
のでこういった取り組みをしていく。 

補
助
金 

家屋等の塗装を行う際、遮熱塗料や断熱塗

料の助成がないか 

今のところ町での補助計画はない。今後、
県や国の制度、他自治体の動向などの流れ
があれば検討したい。 
補助制度は国や県、各自治体もたくさんあ
るため、なかなかわかりずらい状況にある。
役場としても情報発信を強化していきた
い。 
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Ｎo 参加者意見 町側回答等 

ブ
ラ
ン
ド
化 

伯耆町でもブランド化とはどういったもの

があるのか？ 

伯耆町内の農家も頑張っていい野菜を生産
されて、県外へ販売をされている方もおら
れる。 
ハム工場ができたり、ビールも世界一にな
ったりして頑張っている。 
伯耆町としては良いものを作っているが、
量がそこまで多くない。伯耆〇〇など伯耆
町の名前を付けて販売できるような、町の
魅力を発信できるようにしていきたいと思
っている。 

移
住 

移住定住促進、空き家対策についてはどう

いったことをするのか？ 

空き家対策については、危険な空き家への
除却をする際に補助を行うなどを行ってい
る。来年度以降空き家バンクなどの整備を
進めるように検討している。 
移住定住促進についても、移住コーディネ
ーターの設置など行っていく予定。 
 

産
業
振
興 

起業家へのスタートアップ支援とはどうい

ったことを考えているのか？ 

 

 

例えば女性など子育てのために、仕事を離
職された後の選択肢として、起業したり、テ
レワークしたりされる際にフォローをしてい
くなども考えていきたい。 

総
合
計
画 

総合計画の策定にむけて、パブリックコメ

ントだけではなく、また、審議会をされる際

に代表者の意見を聞かれると思うが、分野

別、世代別に的を絞った意見聴取などが必

要だと考えるが。 

中学生にアンケートを取られたことはすご

く良いことだと感じた。 

広く意見を聞くということは大事だと考え
ている。今回のまち∞未来ミーティングやま
ち∞未来 Café などもその一環で行ってい
る。 
政策について、役場だけで考えるだけでな
く、町民の皆様と一緒に考えていくような
取り組みもしていきたい。 

防
災 

大規模災害になったときに、避難所の収容

人数など足りているのか？避難所の備蓄、

設備についてはどういったものがあるの

か？ 

地震と水害とで想定が違ってくる。 
日野川の氾濫になると避難所の収容人数を
超えると想定されるので、今後検討を行う。 
避難所には水や非常食、パーテーションや
段ボールベット、簡易ベット、簡易トイレ等を
準備している。 
長期間避難することが必要な場合は、鳥取
県等とも協力して行っていく。 
夏場の対策として、冷房機器がない体育館
などはスポットクーラー・発電機等が配備さ
れている。 
災害時には自助・共助・公助という考え方で
国、県、自衛隊、業者などと協力して対応し
たいと思うが、災害時には町民の皆様にも
ご協力をいただきたいと思います。 

高
齢
化
・
環
境 

高齢者がごみを集積所に出すことが大変

といわれる。 

特殊な事情がある場合など、家の前での収

集など個別対応ができないか？ 

これから高齢化が進むので今後の課題と

して検討してほしい。 

個別案件について現在考えていない。 
 
集積所を増やすとか、集落での助け合い等
で対応をしてほしい。 
 
今後検討をしていく。 

 


